
13以下の．文章のう＿ち誤ヶてい計篭のを選びなさい．～（一壌十敢可）

もC T検査や′細R王検査で使用する造影剤によりアナアイヲキ
シーショ　ック

ノ戊遺影

が起こるこ

よ　り検査終了 時 以降にも副作用が発生するこ

合併症あるいは創作1用が出現すること

（大鹿透視検査）で肘掛処置牒必要である。
Ⅹ線検査は横長の放射礫であるためⅩ線額噂に牲

必要はない。

14内分泌系とその疾患の概念につき誤っているものをひとつ

選べ。

隠）ホルモン雇生臓器から分泌され、血行性に遠隔′椴拳に作
用する。

随時1回のホルモン血中潰庶珊定ですべての疾患が診断

可能である。

ぼけ、倦怠感など非特異的な症状を示す／疾患主もある。

ルモン過剰症とホルモン欠乏症が存在する。

重体は乱腎皮質、軒乳腺卜性腺系ガ態能を制御してい
る。

15各種内分泌疾患の忠我につき正しいもの鱒どれか？

（1）下垂体機能低下症の診断には1r重体ホルモン分泌刺激試

験が重要である。

ぐ剖プロテクチン（即し）産金一腹癌では低也糖・低血圧が主症

状である。

牲〉先端巨大癌は　AC用の過祭日こよる副腎皮質機能充漣によ

く4トパセドゥ痛く甲状腺機能先進症）では、徐脈、皮膚乾漁が

藩められる。

嘲CuSb一まnさ症優勢は下垂体腺鹿が原因のこ＿とがあるd■ヒ＿＿　　　　　■　＿　ヽ　　　　　　　　　■　．　ヽ
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